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平
成
22
年
第
１
回
定
例
会
は
、

３
月
５
日
か
ら
17
日
ま
で
の
12

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

き
め
細
か
な
臨
時
財
政
交
付

金
事
業
を
追
加
す
る
補
正
予
算

９
件
、
条
例
５
件
、
そ
の
他
１

件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別

委
員
会
で
審
査
し
た
平
成
22
年

度
予
算
９
件
は
、
一
般
会
計
予

算
に
対
す
る
修
正
案
が
可
決
さ

れ
、
特
別
会
計
８
件
は
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見

書
３
件
は
、
い
ず
れ
も
可
決
し

ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
３
人
の
議
員

が
４
項
目
に
つ
い
て
町
長
の
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
運
行
に
関
す
る
特
別
委

員
会
、
道
の
駅
に
関
す
る
特
別

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

３月定例議会

　経済不況による町税収入の減やダム交付金の減額と

なるが、第５次長期総合計画の初めの年、緊急性の高

い事業について、積極的に取り組む

◇主な内容

☆地域アドバイザーの導入

　地域の事業推進や職員研修のため地域アドバイザー

を依頼する

☆白石・七ヶ宿線　代替バスの運行

　民間バス会社の路線廃止に対応するためバス１台を

購入し運行する

☆戸別所得補償モデル対策制度の移行による所得補償

　移行により、不交付農家が増大するため、地域とも

補償制度により解消を進める

☆ほ場整備事業の支援

　約21ヘクタールのほ場整備と用水路改修事業推進

のため実施計画を策定する

☆商工業資金の融資円滑化

　中小企業振興資金貸付金原資の増額、利子補給を行

う

☆地域に根ざした学校給食

　地場産物の活用や郷土料理を提供し食育効果を考慮

する

☆医療と薬局の連携

　患者の安全で利便性を充実するため、薬局を現在の

医師住宅敷地に移転し、新たに医師住宅を建築する

☆インフラ環境の充実

　安心して利用できるように水道監視装置の機能を強

化、また下水道施設の長寿命化計画を作成し、修繕を

実施する

一般会計予算の割合

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
並

び
に
特
別
会
計
予
算
の
総
額

は
26
億
２
千
万
で
、
前
年
よ

り
４
．
７
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

　

減
額
と
な
っ
た
主
な
要
因

は
、
耐
震
工
事
の
完
了
に
よ

る
も
の
で
す
。

◇
一
般
会
計
予
算

（
歳
入
）

　

一
般
会
計
予
算
は
、
前
年

よ
り
６
．
５
％
の
減
額
と
な

り
、
自
主
財
源
の
比
率
が
５
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
な
か

で
も
町
税
は
、
２
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
臨
時
財
政
対

策
町
債
は
、
49
％
増
額
し
、

依
存
財
源
比
率
も
５
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

（
歳
出
）

　

一
方
歳
出
で
は
、
国
・
県

事
業
の
実
施
や
、
道
の
駅
移

転
事
業
、
バ
ス
路
線
廃
止
に

伴
う
代
替
バ
ス
の
購
入
な
ど

の
投
資
的
事
業
を
進
め
ま
す

が
、
前
年
よ
り
３
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
借
金
の
支
払

い
等
の
義
務
的
経
費
、
そ
の

他
の
経
費
は
、
共
に
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

予算要旨説明
（抜粋）

梅 津 輝 雄　町長

総

括

質

疑

□
質
疑　

梅
津
政
志
議
員

　

「
だ
れ
も
が
だ
い
す
き
な
水

守
の
郷
し
ち
か
し
ゅ
く
」
の
実

現
に
向
け
た
具
体
的
な
予
算
付

け
は
。

■
答
弁　

町
長

　

一
番
基
本
的
な
予
算
の
柱
と

し
て
推
進
す
る
の
は
、
元
気
な

地
域
づ
く
り
そ
の
も
の
が
、
行

政
運
営
の
柱
と
受
け
と
め
て
い

る
。

□
質
疑　

森
雄
一
議
員

　

林
産
事
業
の
収
益
を
目
的
と

し
た
森
林
組
合
へ
の
指
導
は
。

■
答
弁　

町
長

　

仕
事
の
役
割
を
多
く
つ
く
り
、

育
成
に
努
力
す
る
。

□
質
疑　

村
上
満
議
員

　

森
林
組
合
出
資
金
の
根
拠
は
。

■
答
弁　

町
長

　

ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
森
林

組
合
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
存
在
で
あ
る
と
受
け
止
め
て

い
る
。

□
質
疑　

髙
橋
茂
美
議
員

　

地
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
の

目
玉
と
な
る
講
師
は
。

■
答
弁　

町
長

　

大
学
教
授
や
専
門
分
野
の
関

係
者
を
考
え
て
い
る
。

□
質
疑　

管
原
研
治
議
員

　

観
光
施
設
等
の
指
定
管
理
者

更
新
の
考
え
方
は
。

■
答
弁　

町
長

　

条
例
改
正
を
含
め
て
、
効
果

的
な
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

□
質
疑　

吉
野
一
夫
議
員

　

街
並
み
景
観
条
例
の
基
準
制

度
の
見
直
し
は
、
街
並
み
景
観

審
議
会
の
答
申
で
再
検
討
す
る

の
か
。

■
答
弁　

町
長

　

審
議
会
・
委
員
会
な
ど
の
答

申
を
受
け
な
が
ら
見
直
し
を
か

け
る
。

□
質
疑　

武
藏
重
幸
議
員

　

バ
ス
路
線
廃
止
に
対
し
、
運

行
方
法
や
デ
マ
ン
ド
方
式
の
検

討
内
容
は
。

■
答
弁　

町
長

　

運
行
方
法
は
、
今
後
計
画
し

て
い
く
。
デ
マ
ン
ド
方
式
は
、

商
工
会
と
協
議
し
組
み
立
て
た

い
。

□
質
疑　

髙
橋
茂
美
議
員

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
波
整
備
の
事

業
内
容
は
。

■
答
弁　

総
務
課
長

　

長
老
・
横
川
・
大
原
地
区
の

ア
ン
テ
ナ
改
修
を
行
う
。

□
質
疑　

管
原
研
治
議
員

　

高
齢
者
を
地
域
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
具
体
的
な
内
容
は
。

■
答
弁　

町
長

　

高
齢
者
に
な
っ
て
も
目
的
意

識
を
持
っ
て
、
動
い
て
い
る
人

が
多
い
。
一
生
懸
命
応
援
し
た

い
。

□
質
疑　

吉
野
一
男
議
員

　

医
師
住
宅
の
跡
地
に
薬
局
が

移
転
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
が
、

他
の
薬
局
が
進
出
し
、
敷
地
を

求
め
た
場
合
の
対
応
は
。

■
答
弁　

町
長

　

考
え
て
い
な
い
。

□
質
疑　

佐
藤
一
男
議
員

　

刈
田
病
院
の
経
営
立
直
し
に

つ
い
て
、
試
案
の
内
容
は
。

■
答
弁　

町
長

　

当
初
計
画
と
の
違
い
や
医
師
、

看
護
師
の
不
足
で
苦
慮
し
て
い

る
。
新
た
な
医
師
体
制
を
検
討

し
、
６
月
ま
で
計
画
見
直
し
に

つ
い
て
着
手
し
た
い
。

□
質
疑　

髙
橋
茂
美
議
員

　

学
校
給
食
の
運
営
策
は
。

■
答
弁　

教
育
次
長

　

地
場
産
物
を
給
食
に
取
り
入

れ
る
。

※（　）は、前年との増減率
△はマイナス

歳　出

総務費（△16%）
3 億 5585 万円

民生費（2%）
2 億 7990 万円

衛生費（△8%）
1 億 9291 万円

農林水産業費（△4%）
1 億 2200 万円

商工費（41%）
1 億 5343 万円

土木費 (△33%）
1 億 7159 万円

教育費（△2%）
1 億 6217 万円

公債費（△9%）
2 億 7166 万円

義務的経費
（1%）
43.1%

その他経費
（2%）

50%

投資的経費（△3%）
6.9%

災害復旧費（△93％）
議会費（△2%）
労働費（同）
消防費（13%）
諸支出金（同）
予備費（41%）
合計 1 億 6049 万円

歳　入

町税（△ 2%）
5 億 3852 万円

町債（49%）
1 億 8260 万円

地方交付税（同）
8 億 3000 万円

自主財源（△5%）
35%

依存財源（5%）
65%

地方譲与税（△16%）

利子配当割交付金 （△35%）

配当割交付金（△42%）

国庫支出金（△53%）

株式等譲渡所得割交付金（△56%）

地方消費税交付金　（6%）

県支出金（18%）

自動車取得税交付金（△20%）

財産収入（6%）

地方特例交付金（140%）

寄附金（同）

交通安全対策特別交付金（△75%）

繰入金（△86%）

分担金及び負担金（△3%）

繰越金（同）

使用料及び手数料（△7%）

諸収入（4%）

合計　3 億 1888 万円

ことしの仕事

町の家計簿

七ヶ宿町

平成 22年４月

湯原に咲く大峰桜

一般会計18億７千万円平成22年度 予算総額26億円 一般会計18億７千万円平成22年度 予算総額26億円


